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⑥男女共同参画都市宣言
21世紀の扉が開いた今､私たちは輝く未来を創り
たい｡自分を生かし､他人を認め､女も男も共にいき
いきした暮らしができるまち我孫子にするために、
ここに｢男女共同参画都市」を宣言します。
1私たちは､男女がお互いの人権を尊重する我孫子
にします。

2私たちは､社会のあらゆる分野で､男女が平等に
参画する我孫子にします。

3私たちは､男女が一人ひとり自立し､責任を分か
ち合う我孫子にします。
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１
１

「
と
り
も
ど
そ
う
！
ふ
る
さ
と
の

自
然
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
県
は

「
ち
ぱ
環
境
再
生
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
。
こ
の
再
生
計
画
の
シ
ン
ボ

ル
的
な
事
業
が
、
「
な
の
は
な
エ
コ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
。

休
耕
地
や
公
園
、
民
家
の
庭
先
、

空
き
地
な
ど
に
菜
の
花
（
ア
ブ
ラ
ナ
）

を
植
え
て
花
い
っ
ぱ
い
の
自
然
景
観

を
つ
く
り
、
菜
種
油
を
採
っ
て
学
校

曇
の
は
お
エ
コ
ブ
ロ
ゴ
エ
ヶ
と
僖
善
期
を

、〆

「
な
の
は
な
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
菜
の
花
を
栽
培
し
、

菜
種
か
ら
食
用
油
を
生
産
、
さ
ら
に
廃
食
用
油
を
回
収
・
再
利
用

す
る
と
い
う
資
源
循
環
型
社
会
を
め
ざ
す
取
り
組
み
で
す
。
市
で

は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
市
民
、
Ｎ
Ｐ
ｏ
、
企
業
、
行
政
な
ど

が
一
体
と
な
っ
て
進
め
て
い
く
た
め
に
、
実
行
委
員
会
を
設
立
し

ま
す
。
ぜ
ひ
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

）

Ｉ
Ｉ

Ｊ

給
食
や
家
庭
な
ど
で
使
い
、
そ
の
廃

食
用
油
を
石
け
ん
や
燃
料
油
と
し
て

再
利
用
し
ま
す
（
左
図
参
照
）
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
手
賀
沼

周
辺
を
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
実
施
き

れ
、
市
民
、
Ｎ
Ｐ
○
、
企
業
な
ど
が

主
体
に
な
っ
て
進
め
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
か
か
る

費
用
は
、
新
た
に
設
け
ら
れ
た
県
の

環
境
再
生
基
金
を
活
用
し
ま
す
。！ ノ

市
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
業

を
進
め
る
た
め
に
、
地
域
実
行
委
員

会
を
設
立
し
ま
す
。

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
興

味
を
お
持
ち
の
方
、
ご
賛
同
い
た
だ

け
る
団
体
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
き
い
。

主
な
事
業
内
容

◎
菜
の
花
の
栽
培
と
生
育
管
理

◎
菜
の
花
か
ら
の
搾
油

◎
廃
食
用
油
の
回
収

◎
廃
食
用
油
か
ら
の
石
け
ん
製
造

◎
燃
料
化
の
推
進
と
啓
発

画
農
政
課
・
内
線
５
１
１

刷
即
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
別
冊
Ⅱ
Ⅲ
川
Ⅲ
旧
ｈ
川
北
Ⅱ
凪
Ⅲ
Ｊ
咄
Ｍ
川
●
Ⅱ
唾
歴
旧
凹
肝
■
写
に
鄙
皿
喝
ｌ
‘
・
日
ｂ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｑ
Ｉ
１
０

説
明
会
を
開
催

プロジェクトの目的

有機肥料とすることもできます。

湖沼の水質汚染の防止

菜の花は､地中に含まれた窒素やリン

をよく吸収するため､窒素やリンの畑か

らの流出や地下水への流入を防ぎます。

また､廃食用油から石けんを作ることで《

家庭雑排水による沼などの水質汚染を防

ぎます。

燃料としてリサイクル

美しい自然景観づくり

菜の花を栽培することで､良好な自然

景観を作ります。ごみの不法投棄の防止

にもつながります。

安全な食品の供給

菜の花から無添加の菜種油を採ります。

ミツバチを利用して､ハチミツを作るこ

ともできます。

安全な飼料｡肥料の供給

0

［識覗会I
5月18日(土)午前10時から正午

市民会館第4．5会議室

市内|こお住まいの方または市内

に活動拠点のある団体

不要（当日直接会場へ）

筆記用具

■

時
所
象

日
塲
対菜の花をしぼった油かすは､家畜の飼廃食用油を精製して作られる燃料油は、｜

料や晨作物の肥料として利用できます。ヂｨー ゼﾙ車や発電燃料などに利用でき
また‘油かすや家割鱗を鋤上し、ます･ ｜

’

申し込み

持参

〆 －､

相
談
な
ど
の
掲
載
場
所
が
一
部
変
わ
り
ま
す

情
報
ひ
ろ
ぱ
の
「
今
月
の
相
謎
ま
た
、
最
終
面
の
客
種
健
診

に
掲
載
し
て
い
た
デ
イ
ケ
ア
・
ク
と
健
康
教
室
に
褐
戦
し
て
い
た

ラ
ブ
、
心
の
健
康
ク
ラ
ズ
ア
ル
４
カ
月
児
相
談
、
育
児
相
談
、
柏

コ
ー
ル
家
族
教
室
は
、
最
終
面
の
保
健
所
の
相
談
は
、
情
報
ひ
ろ
ぱ

「
心
の
健
康
に
関
す
る
教
室
」
に
の
「
今
月
の
相
談
」
に
掲
載
し
ま

掲
載
し
ま
す
。
す
。

自
然
と
ふ
れ
あ
い
楽
し
め
る
公

園
と
し
て
再
整
備
が
始
ま
る
利
根

川
運
動
公
園
の
新
名
称
が
、
「
利

根
川
ゆ
う
ゆ
う
公
園
」
に
決
ま
り

入
選
。
佳
作
の
Ⅷ
人
に
賞
状
と
記
念
品
を
贈
呈

利根川ゆうゆう公園

新名称決定

授
蛍
式
は
３
月
訓
日
に
行
わ
れ
、

入
選
と
佳
作
の
皆
さ
ん
に
賞
状
と

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
（
敬

称
略
）

入
選
：
谷
鴫
寛
香
、
関
邦
子

佳
作
：
稲
葉
達
哉
、
金
杉
拓
哉
、

山
本
翔
太
、
根
本
雄
平
、
綿
引
美

帆
、
澤
田
茉
寿
美
、
工
藤
直
美
、

平
川
泰
、
小
野
塚
高
広

固
公
園
緑
地
課
・
内
線
５
９
４

ま
し
た
。

市
で
は
、
１
月
に
新
し
い
名
称

を
募
集
。
２
０
１
８
件
の
応
募
の

中
か
ら
、
市
の
選
考
会
で
「
利
根

川
遊
遊
公
園
」
（
榊
峰
寛
香
さ
ん
）

と
「
と
ね
ゆ
う
ゆ
う
公
園
」
（
関

邦
子
さ
ん
）
が
入
選
作
品
に
選
ば

れ
ま
し
た
。

利
根
川
に
あ
る
公
園
、
悠
々
と

流
れ
る
利
根
川
、
ゆ
っ
た
り
遊
べ

る
公
園
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
こ
と

が
入
選
理
由
で
す
。

最
終
的
に
は
２
つ
を
組
み
合
わ

せ
て
、
「
利
根
川
ゆ
う
ゆ
う
公
園
」

と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
佳
作
に
は
「
利
根
っ
子

公
園
」
（
応
募
者
９
人
）
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

「
利
根
川
ゆ
う
ゆ
う
公
園
」
は
、

平
成
昭
年
度
完
成
の
予
定
で
す
が
、

工
事
が
終
了
し
た
場
所
か
ら
順
次

利
用
で
き
ま
す
。

日

’
●

’、
－－ノ

－

人。烏。くらしをつつむ緑 塑
皐 かなまち
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行
い
ま
す
。Ｉ

我
孫
子
市
さ
わ
や
か
な
環
境
づ
く

り
条
例
で
は
、
快
適
な
環
境
を
保
ち

資
源
の
再
利
用
を
促
進
す
る
た
め
の

強
調
月
間
と
し
て
、
５
月
を
「
ざ
わ

ゃ
か
環
境
月
週
と
し
て
い
ま
す
。

自
動
車
の
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ

プ
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
ゴ
ミ
ゼ
ロ

運
動
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
環
境
美
化
な
ど

市
で
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
を
新

設
す
る
場
合
に
費
用
の
一
部
を
補
助

し
て
い
ま
玄

４
月
か
ら
、
単
独
処
理
浄
化
槽
を

合
併
処
理
浄
化
槽
に
切
り
替
え
た
場

合
、
単
独
処
理
浄
化
槽
の
撤
去
・
処

分
費
用
分
と
し
て
、
新
設
喪
用
の
補

助
に
上
乗
せ
し
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
制
度
を
活
用
し

手
賀
沼
や
利
根
川
等
の
公
共
水
域
の

汚
染
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

対
象
浄
化
槽
（
童
口
併
処
理
浄
化
槽

．
：
Ｂ
Ｏ
Ｄ
（
生
物
化
学
的
酸
素
要
求

量
）
の
除
去
率
が
”
％
以
上
で
、
放

流
水
１
４
あ
た
り
の
Ｂ
○
Ｄ
の
日
間

平
均
値
が
、
唾
以
下
の
処
理
能
力
を

持
つ
も
の
②
高
度
処
理
型
合
併
処

合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
に
上
乗
せ
補
助

5月は
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
を

１

さわやか環境月間
快適な環境のために

幹
線
道
路
や
空
き
地
な
ど
へ
の
タ

バ
コ
の
ポ
イ
捨
て
や
ご
み
の
不
法
投

棄
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
少
し
の
ご

み
が
多
く
の
ご
み
を
呼
び
、
ご
み
の

山
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ポ
イ
捨

て
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

自
動
車
の
不
必
要
な

ア
イ
ド
リ
ン
グ
は
や
め
て

自
動
車
の
不
必
要
な
ア
イ
ド
リ
ン

グ
を
や
め
る
こ
と
は
、
大
気
汚
染
を

抑
え
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
削

減
に
な
り
ま
す
。
ｍ
分
間
の
ア
イ
ド

リ
ン
グ
を
や
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
の
普
通
車
で
は

約
０
．
畔
２
の
燃
料
が
節
約
で
き
、

０
．
調
蛇
の
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
○
２
）

の
排
出
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
抑
制
の
た
め

の
活
動
を
行
っ
て
い
る
方
に
「
さ
わ

や
か
な
環
境
づ
く
り
堂
を
贈
り
ま

す
。

ボ
イ
捨
て
は
や
め
て

理
浄
化
槽
…
放
流
水
１
２
あ
た
り
の

日
間
平
均
値
が
、
総
窒
素
濃
度
で
加

唾
以
下
ま
た
は
総
リ
ン
濃
度
で
１
唾

以
下
の
処
理
能
力
を
持
つ
も
の

対
象
地
区
①
は
下
水
道
の
整
備
き

れ
て
い
な
い
区
域
、
②
は
手
賀
沼
流

域
内
で
下
水
道
の
整
備
さ
れ
て
い
な

い
区
域
。
た
だ
し
①
面
逗
も
、
７
年

以
内
に
公
共
下
水
道
が
催
え
る
見
込

み
の
あ
る
区
域
、
地
域
し
尿
処
理
施

設
の
あ
る
区
域
は
除
く

補
助
限
度
額
表
参
照

※
既
に
設
置
済
み
の
も
の
や
、
現
在

工
事
中
の
も
の
は
補
助
対
象
外
で
す

※
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
壷
７
１
８
７
１
０
０

１
５
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

犬
の
フ
ン
は
持
ち
帰
っ
て

犬
を
飼
っ
て
い
る
み
な
さ
ん
は
、
釣
り
糸
や
仕
掛
け
を
放
置
し
な
い
で

犬
の
散
歩
に
行
く
と
き
、
フ
ン
を
持
釣
り
を
し
て
い
る
と
き
に
、
か
ら

ち
帰
っ
て
い
ま
す
か
。
ん
で
し
ま
っ
た
釣
り
糸
や
仕
掛
け
は
、

道
路
、
公
園
、
農
地
な
ど
へ
の
犬
必
ず
持
ち
帰
っ
て
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

の
フ
ン
の
放
置
は
他
の
人
に
迷
惑
と
放
置
し
て
お
く
と
、
鳥
が
か
ら
ん
で

な
り
、
不
快
感
を
与
え
ま
す
。
動
け
な
く
な
り
死
ん
で
し
ま
う
こ
と

「
さ
わ
や
か
な
環
境
づ
く
り
条
例
」
も
あ
り
ま
す
。

で
は
、
飼
い
犬
の
フ
ン
を
持
ち
帰
る
釣
り
場
は
み
ん
な
の
も
の
で
す
。

こ
と
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。
飼
い
ル
ー
ル
を
守
っ
て
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

主
の
皆
さ
ん
、
犬
を
屋
外
で
散
歩
ざ
６
月
２
日

せ
る
と
き
は
、
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
く

《
コ
ミ
ゼ
ロ
運
動
に
ご
協
力
を

だ
さ
い
。
今
年
の
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
は
、
６
月

に
、
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
推
進

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
、
市
内
の
１

８
０
の
事
業
所
を
中
心
に
、
幅
広
く

ア
イ
ド
リ
ン
グ
の
自
粛
を
呼
び
か
け

て
い
き
ま
す
。
・

駐
停
車
の
際
や
、
荷
物
の
積
み
降

ろ
し
な
ど
の
際
は
エ
ン
ジ
ン
を
切
り
、

不
必
要
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を
自
鯛
す

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼補助限度額

新設する場合 単独処理浄化槽から転換する場合

I 限度額 限度額
人槽区分 人槽区分 高度処理型

合併腿靴槽
合併処理
浄化槽

高度処理型
合併処理靴槽

合併処理
浄化槽田

5人槽5人槽 534,000円 624,000円354,000円 444,000円

’411,000円 卜
｜
・
’
二

6～7人槽’ 6～7人槽 666,000円486,000円 591,000円

8～10人槽 576,000円 8～10人槽 699,000円 756,000円519,000PJ
市
で
は
、
犬
の
フ
ン
放
置
防
止
の

看
板
を
必
要
な
所
に
設
世
し
ま
す
の

で
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

’

1,092,000円11～20人槽 981,000円 11～20人槽 1,161,000円 1,272,000円

’
'’6脚0'門''’860,000円

’’
21～30人槽 21～30人槽 1,848,000円 2,040,000円

’ ’31～50人槽 31～50人槽2,238,000円 2,496,000円 2,418,000円 2,676,000円

※補助額に1,000円未満の端数が生じた場合は切り捨て
※転換費用が補助限度額を下回る場合は、その金額が補助額

『さわやかな珂胴づくり糸例｣のあるﾛj
我孫子市(1,000円未満切り捨て）

１
１

太
陽
光
発
電
は
、
地
球
温
暖
化
の

原
因
と
な
る
温
室
効
果
ガ
ス
を
出
ざ

な
い
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。

市
で
は
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
を
設
置
す
る
方
に
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

補
助
金
の
額
太
陽
光
発
電
モ
ジ
ュ

ー
ル
－
キ
ロ
ワ
ッ
ト
あ
た
り
５
万
円

固
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
壷
７
１
８

７
１
０
０
１
５１

１

‐
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
０
ｌ
Ｉ
０
ｌ
ｉ
Ｄ
■
０
口
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｒ
■
■
■
。

２
旦
旦
に
行
わ
れ
ま
す
。

我
孫
子
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
皆

さ
ん
が
、
市
内
嘔
校
の
小
学
校
周
辺

の
道
路
上
に
ポ
イ
捨
て
き
れ
た
、
空

き
缶
や
ゴ
ミ
の
清
掃
を
行
い
ま
す
。

自
治
会
単
位
で
実
施
し
て
い
る
ク

リ
ー
ン
作
戦
も
、
こ
の
日
に
実
施
し

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
稜
極
的
な
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

I

住宅用太陽光発電システム

設置I輔助室を
で
最
大
４
キ
ロ
ワ
ッ
ト
（
”
万
円
）

普
通
救
《

ま
で

補
助
の
対
象
と
な
る
発
電
シ
ス
テ
ム

①
低
圧
系
統
と
逆
潮
流
有
り
で
連
擁

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
人
子

す
る
発
電
シ
ス
テ
ム
（
余
剰
電
力
を

電
力
会
社
に
販
売
す
る
も
の
）
で
、
Ｉ

菫
蕊
篭
住
宅
言
一
の
上
洞
〃
〆
為

屋
等
に
設
置
す
る
も
の
②
未
使
用

で
あ
る
こ
と
（
中
古
品
は
対
象
外
）

補
助
の
対
象
該
当
す
る
発
電
シ
ス

テ
ム
を
自
ら
居
住
す
る
市
内
の
住
宅

に
設
置
す
る
方
で
、
平
成
巧
年
３
月

加
日
ま
で
に
工
事
を
完
了
し
、
実
繊

報
告
書
を
提
出
で
き
る
方

受
付
期
間
５
月
７
日
か
ら
遁
年
２
－
消
防
署
で
は
、
一
人
で
も
多
く
の

月
丞
日
ま
で
（
期
間
内
で
も
予
算
の
バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
（
そ
の
場
に
居
合

醤
患
え
た
場
合
は
、
受
け
付
け
を
わ
せ
た
救
命
処
腫
の
で
き
る
人
）
の

終
了
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）
育
成
を
図
る
た
め
「
普
通
救
命
講
習

※
こ
の
ほ
か
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
会
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
○

の
補
助
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
消
防
署
の
救
急
隊
員
が
人
形
を
使

し
く
は
手
賓
沼
課
・
内
線
５
６
８
へ
い
、
人
工
呼
吸
や
止
血
法
を
指
導
し

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時
、
救
急
車
が

平
成
脾
年
度
の
計
量
器
定
期
検
査

を
左
表
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

商
取
引
や
証
明
な
ど
に
使
用
し
て

い
る
計
量
器
は
、
必
ず
検
査
を
受
け

て
く
だ
き
い
◎
検
査
を
受
け
て
い
な

▼計量器の定期検査の日程
直｜直’贋｜反’ 計

量
器
（
は
か
り
）
の
定
期
検
査

５
月
記
日
（
火
）

５
月
幻
日
（
月
）

５
月
劉
日
（
金
）

５
月
詔
且
木
）

５
月
型
日
（
水
）

商
取
引
に
使
用
し
て
い
る
計
量
器
は
忘
れ
ず
に
受
検
を

日
程

｜重’

時
間

午前10時から午後3時まで
（正午から午後1時までを除く）

保
健
セ
ン
タ
ー

市
役
所
本
庁

布
佐
市
民
セ

ン
タ
ー
本
館

い
計
量
器
を
商
取
引
な
ど
に
使
用
す

る
と
、
処
罰
き
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

対
象
商
店
、
工
場
、
病
院
、
宅
配

取
次
店
な
ど
で
、
商
取
引
や
証
明
な

湖
北
地
区

公
民
館

検
査
場
所

普
通
救
命
講
習
会

い
ざ
と
い
一
つ
時
の
た
め
に
人
エ
呼
吸
や
止
血
法
を
学
び
ま
せ
ん
か

布
佐
、
布
佐
１
丁
目
、
都
、
布
佐
平
和
台
、

布
佐
下
、
新
々
田

高
野
山
、
天
王
台
、
東
我
孫
子
、
下
ヶ
戸
、

柴
崎
、
青
山
、
青
山
台
、
つ
く
し
野
、
久

寺
家
、
我
孫
子
、
並
木
、
柴
崎
台
、
岡
発

戸
、
岡
発
戸
新
田

若
松
、
緑
、
寿
、
本
町
、
栄
、
泉
、
白
山
、

船
戸
、
台
田
へ
根
戸

都新
部木

、、

湖
北
台
、
前
記
日
程
で
受
検
で
き
な
か
っ

た
方

対
象
地
区

新
木
野
、
中
峠
、
中
峠
台
、
中
里
、

日
秀
、
古
戸

到
着
す
る
ま
で
の
間
に
ケ
ガ
人
や
病

気
の
人
を
救
う
技
術
を
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

日
時
。
場
所
５
月
四
日
（
且
午
前

９
時
か
ら
正
午
、
消
防
本
部

対
象
。
定
員
市
内
在
住
か
在
勤
で

健
康
な
方
、
先
着
犯
人

そ
せ
い

内
容
一
人
法
の
心
肺
蘇
生
法
、
大

出
血
時
の
止
血
法
の
指
導

講
習
時
間
３
時
間
（
誰
習
後
、
救

命
技
能
適
正
と
認
め
ら
れ
た
方
に
は

修
了
証
を
交
位

費
用
無
料

申
し
込
み
・
圖
電
話
ま
た
は
直
接
、

消
防
本
部
警
防
課
念
７
１
８
１
１
７

７
０
１
（
休
日
・
夜
間
は
壷
７
１
８

４
１
０
１
１
９
）
へ

ど
に
使
用
し
て
い
る
計
逓
器

持
参
計
逓
器
、
事
前
調
査
の
際
に

交
付
さ
れ
た
申
請
書
（
押
印
）
、
検

査
手
数
料

固
商
工
観
光
課
・
内
線
３
２
９
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手
賀
沼
の
ほ
と
り
で
楽
し
く
一
日

を
過
ご
し
な
が
ら
、
〃
ふ
る
ざ
と
手

賀
沼
〃
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
５
月
廻
旦
且
午
前
９
時
か

ら
午
後
３
時
（
雨
天
実
施
）

場
所
手
賀
沼
親
水
広
場

Ｉ
市
で
は
、
岡
発
戸
・
都
部
の
谷
津

を
舞
台
に
、
昭
和
釦
年
代
の
農
村
風

景
の
復
活
を
め
ざ
し
た
「
谷
津
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
事
塞
を
進
め
て
い
ま
す
。

谷
津
の
多
様
な
自
然
畷
境
を
、
１

年
を
通
し
て
観
察
す
る
た
め
、
来
年

３
月
ま
で
に
５
回
の
、
ン
リ
ー
ズ
で
観

谷
津
の
自
然
観
察
会

■
「
春
を
つ
げ
る
草
ば
な
」
■

En,jOy手賀沼！ 、

5月12日（日）
手賀沼親水広場で

◎
バ
ー
ド
ウ
イ
ー
ク
手
賀
沼
探
烏
会

（
我
孫
子
野
鳥
を
守
る
会
、
山
階
鳥

類
研
究
所
、
烏
の
博
物
館
）

少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
指
導

員
が
解
説
し
ま
す
。
雨
天
の
場
合
は
、

鳥
の
博
物
館
を
見
学
し
ま
す
。

出
発
．
：
午
前
９
時
費
用
…
１
０
０

円
（
資
料
代
）
持
参
…
筆
記
用
具
、

図
鑑
、
あ
れ
ば
双
眼
鏡

◎
手
賀
沼
船
上
視
察
と
文
学
散
歩

（
あ
び
こ
ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ
、
手
賀
沼

親
水
広
場
）

遊
覧
船
で
手
賀
沼
公
園
へ
行
き
、

察
会
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
２
回
目
以
降
は
、
そ
の
都

度
広
報
で
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
。
集
合
場
所
５
月
ｕ
日
（
土
）

午
前
９
時
”
分
東
我
孫
子
駅
南
口
広

場
集
合
、
ｕ
時
犯
分
解
散
予
定
（
小

雨
実
施
・
荒
天
中
止
）

定
員
先
着
室
人

参
加
費
無
料

※
動
き
や
す
い
服
装
（
で
き
れ
ば
長

袖
）
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
画
電
話
で
手
賀
沼
課

内
線
４
６
４
へ

※
開
催
の
可
否
は
、
当
日
午
前
８
時

か
ら
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ｘ
壷
７
１
８

５
１
５
０
０
０
、
コ
ー
ド
番
号
８
５

０
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

文
学
者
コ
ー
ス
を
散
策
し
な
が
ら
戻

り
ま
す
。

集
合
…
午
後
１
時
定
員
…
当
日
先

着
お
人

。
ま
だ
ま
だ
あ
る
あ
る
高
野
山
ふ
し

ぎ
発
見
（
ふ
れ
あ
い
手
賀
沼
の
会
）

鳥
の
博
物
館
か
ら
高
野
山
小
学
校
、

我
孫
子
中
学
校
、
水
神
山
古
墳
周
辺

を
巡
り
ま
す
。

集
合
：
．
午
前
９
時
如
分

◎
粉
せ
っ
け
ん
で
美
し
く
（
Ｎ
Ｐ
○

せ
っ
け
ん
の
街
）

油
か
ら
石
け
ん
を
作
る
実
繊
な
ど

を
行
い
ま
す
。

実
演
。
：
午
後
１
時

◎
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
（
１
回
１
０
０
円
）
、

金
魚
す
く
い
、
エ
コ
ク
イ
ズ
、
昔
の

遊
び
、
稚
魚
の
放
流
ほ
か
（
我
孫
子

青
年
会
議
所
）

◎
つ
り
大
会
（
我
孫
子
市
青
少
年
相

談
員
連
絡
協
議
会
天
王
台
支
部
）

場
所
…
小
川
つ
り
堀
園
対
象
…
小

学
生
参
加
費
・
・
・
３
０
０
円

ﾆﾕﾛｽポﾛﾂで
健康づくり'体力づくり

オ

◎
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
（
我
孫
子
市
子

ど
も
会
育
成
会
連
絡
協
議
会
）

◎
ミ
ー
ヨ
ン
サ
ー
ト
（
白
山
中
学
校
一

吹
奏
学
部
・
我
孫
子
吹
奏
楽
団
）

◎
ロ
ッ
ク
ソ
ー
ラ
ン
踊
り
（
あ
び
こ

子
ど
も
劇
場
）

。
「
手
賀
沼
短
歌
」
の
表
彰
・

◎
豚
汁
の
サ
ー
ビ
異
お
減
ど
識
竺

持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

圖
Ｅ
ｎ
ｊ
ｏ
ｙ
手
鴛
治
！
実
行
委

員
会
・
植
田
丑
７
１
８
８
１
２
４
２

８

一
三
－
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
健

康
づ
く
り
体
力
づ
く
り
の
た
め
に
楽

し
く
汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
一

日
時
・
場
所
左
表
参
照

内
容
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
一

バ
ッ
ゴ
ー
、
タ
ス
ポ
ニ
ー
、
ヘ
ル
ス

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
イ
ン
デ
イ
ア
カ
、

わ
な
げ
９
＆
Ｑ
ほ
か

対
象
小
学
生
以
上
の
方

参
加
費
錐
料

持
参
上
履
き

申
し
込
み
不
要
（
当
日
会
場
へ
）

圖
教
育
委
員
会
体
育
課
垂
７
１
８

７
１
７
５
５
５

◎
手
賀
沼
文
化
の
創
造
（
我
孫
子
の
一

文
化
を
守
る
会
）

手
賀
沼
に
関
す
る
写
真
、
短
歌
、
｜

七
宝
焼
ほ
か

◎
エ
コ
展
示
（
我
孫
子
青
年
会
議
所
）

エ
コ
カ
ー
、
エ
コ
商
品
、
手
賀
沼

の
水
の
結
晶
ほ
か

展
示
コ
ー
ナ
Ｉ
（
午
前
、
時
か
ら
）

ア
上
つ
ク
シ
ヨ
ン
（
王
馴
れ
時
釦
分
か
邑

の
冊
厭
ｆ
３
戸
に
Ｅ
参
ｆ
一

躍
熟
塁
寛
薑
。

茜
脈

繰
り
声
健
、
ノ
ー

卿
鰄
剛
都
市
計
画

前
書
星
官

鮮
鮴
鮴
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は

函
同
誰
馴
△
ロ

鵬
綿
場
‐
次
号
で
お
綱
ら
せ

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
手
軽
に

で
き
る
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
。

自
然
と
歴
史
を
楽
し
み
な
が
ら
、

の
ん
び
り
と
手
賀
沼
周
辺
を
歩
い
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時
。
場
所
５
月
お
旦
土
）
午
前

９
時
か
ら
、
時
我
孫
子
駅
前
（
南
口
）

受
け
付
け
、
ｎ
時
犯
分
か
ら
午
後
１

時
知
分
手
賀
沼
公
園
ゴ
ー
ル
（
小
雨

実
施
）

コ
ー
ス
我
孫
子
駅
前
～
手
賀
沼
公

園
～
水
生
植
物
園
～
水
の
館
～
道
の

駅
し
よ
う
な
ん
～
志
賀
直
哉
邸
跡
～

手
賀
沼
公
園
（
約
８
ｍ
）

※
受
付
場
所
で
コ
ー
ス
図
と
完
歩
証

を
配
布
、
随
時
出
発
（
自
由
歩
行
）

※
コ
ー
ス
内
の
施
設
見
学
は
自
由

文
人
が
愛
し
た
手
賀
沼
湖
畔
を
巡
る
自
然
と
歴
史
の
道

我孫子野烏を守る会

創立30周年記念講演会ウ
オ
ー
ク
、
て
が
い
ま

烏たちの結婚
0

▲山岸哲さん

広
報
あ
び
こ
３
月
過
日
号
で
お
知

ら
せ
し
た
、
今
号
掲
載
予
定
の
我
孫

子
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、

次
号
（
５
月
嘔
日
号
）
で
お
知
ら
せ
一

し
ま
す
。

※
ゴ
ー
ル
で
参
加
賞
を
配
布

対
象
ど
な
た
で
も
（
小
学
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
）

参
加
費
無
料

持
参
帽
子
、
ご
み
袋
、
雨
具
な
ど

（
背
急
え
る
バ
ッ
グ
に
入
れ
る
と
安

全
で
す
）

申
し
込
み
不
要
（
当
日
受
付
場
所

へ
）

※
手
賀
沼
公
園
で
一
三
－
ス
ポ
ー
ツ

を
体
験
で
き
ま
す
。

※
交
通
規
制
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

事
故
な
ど
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

主
催
東
葛
飾
地
区
体
育
指
導
委
員

連
絡
協
議
会

固
教
育
委
員
会
体
育
課
容
７
１
８

７
１
７
５
５
５

我
孫
子
野
鳥
を
守
る
会
で
は
、
創

一

立
知
周
年
を
記
念
し
て
、
公
開
識
減

会
を
行
い
ま
す
。

誰
師
に
は
、
こ
の
４
月
に
（
財
）
山

階
鳥
類
研
究
所
の
所
長
に
就
任
さ
れ

誉
と
し

た
山
岸
哲
さ
ん
を
お
招
き
し
ま
す
。

日
時
５
月
哩
日
（
且
午
後
１
時
弛

分
か
ら
３
時

場
所
手
賀
沼
親
水
広
場
「
水
の
館
」
一

テ
ー
マ
鳥
た
ち
の
結
婚

講
師
山
岸
哲
ざ
ん
（
財
団
法
人
山

階
鳥
類
研
究
所
所
長
）

定
員
先
着
１
３
０
人

参
加
賀
無
料

申
し
込
み
不
要
（
当
日
会
場
へ
）

圃
同
会
事
務
局
・
島
崎
垂
７
１
８

７
１
２
２
２
２

a

｜
あ
び
こ
あ
れ
こ
伽
Ｕ

ま
た
、
（
財
）
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

慰
撫

実
現
と
、
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し

市
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
あ
る
デ
イ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

ヘ
ル
プ
が
、
（
財
三
ユ
ー
メ
デ
ィ
ア
代
表
の
森
谷
良
三
さ
ん
は
、
「
私

開
発
協
会
（
経
済
産
業
省
の
外
郭
団
た
ち
の
活
動
を
支
援
し
、
励
ま
し
て

体
）
の
メ
ロ
ウ
・
グ
ラ
ン
プ
リ
の
社
い
た
だ
い
た
多
く
の
皆
さ
ん
に
感
謝

会
参
加
活
動
部
門
で
最
優
秀
愛
に
、
し
ま
す
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

図
書
館
資
料
の
相
互
利
用
に
つ
い

て
、
市
は
４
月
ロ
日
に
中
央
学
院
大

学
と
川
村
学
園
女
子
大
学
の
両
大
学

と
協
定
を
結
び
ま
し
た
写
墓
。

今
後
は
、
市
民
図
瞥
館
に
利
用
登

録
し
て
い
る
市
内
在
住
の
高
校
生
以

上
の
方
は
、
両
大
学
の
資
料
を
市
民

図
書
館
を
通
じ
て
利
用
で
き
ま
す
。

利
用
は
、
両
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
検
索
し
、
希
望
す
る
資
料
が
市

市
内
の
２
大
学
と
相
互
協
力
協
定
を
締
結

活
力
あ
る
高
齢
者
社
会
と
地
域
活
性
化
に
貢
献

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
デ
イ
ヘ
ル
プ
が
受
賞

市
民
図
書
館
を
通
じ
て
大
掌
資
料
の
利
用
が
可
能
に

民
図
書
館
に
な
い
場
合
と
な
り
ま
す
。

中
央
学
院
大
学
の
資
料
は
、
市
民

図
書
館
で
紹
介
状
を
発
行
し
、
大
学

図
書
館
へ
出
向
い
て
利
用
し
ま
す
。

川
村
学
園
女
子
大
学
の
資
料
は
、

市
民
図
醤
館
に
取
り
寄
せ
て
、
館
内

で
閲
覧
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
民
図
書
館
壷
７
１

８
４
１
１
１
１
０
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
き
い
。

＆

‐

●

’

赫 獅

’

場所

根戸小学校

第四小学校

並木小学校

第一小学校

高野山小学校

第三小学校

第二小学校

月 日

5月1旧(土）

6月8日(土）

6月22日(土）

7月13日(土）

8月10日．(±）

8月24日(土）

9月14日(土）

湖北台西小学校 10月12日(土）

湖北台東小学校 11月9日(土）

湖北小学校 12月14日(土）

新木小学校

布佐南小学校

布佐小学校

1月18日(土）

2月8日(土）

3月8日(土)」
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市
民
会
館
（
全
席
自
由
）
楽
し
く
遊
び
な
が
ら
体
を
動
か
し

出
指
揮
・
・
谷
篤
ざ
ん
、
ピ
ア
ノ
：
・
て
み
ま
せ
ん
か
。

揚
原
祥
子
さ
ん
日
５
月
～
来
年
３
月
（
８
月
を
除

内
昔
ど
こ
か
で
聞
い
た
よ
う
な
曲
、
く
）
第
２
土
曜
日
９
時
如
分
～
ｎ
時

沖
縄
の
曲
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
ほ
か
犯
分

費
８
０
０
円

所
我
孫
子
地
区
公
民
館

間
浜
田
壷
７
１
８
３
１
２
７
８
９
内
体
操
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ッ
ほ
か

我
孫
子
市
吟
詠
連
盟
対
ど
な
た
で
も

吟
詠
剣
舞
大
会
持
タ
オ
ル
、
上
履
き

日
・
所
５
月
哩
日
官
而
時
開
演
、
問
我
孫
子
地
区
公
民
館
垂
７
１
８

市
民
会
館
（
入
場
無
料
）
２
１
０
５
１
１

鱗
舗
蕊
謹
蕊
棚
蕊
篭

日
。
所
６
月
２
日
官
洞
時
開
演
、
手
賀
沼
の
自
然
や
環
境
問
題
に
つ
い

柏
市
民
文
化
会
館
筌
席
自
塑
て
考
え
ま
す
。

指
揮
蕊
棲
さ
ん
日
内
５
是
日
手
嘉
の
プ

日
…
日
時
、
所
：
・
鶏
所
、
内
…
内
容
、
種
…
種
目
、
出
…
出
席
者
・
出
演
者
、

日
・
所
５
月
廻
旦
日
活
時
如
分
フ
ァ
ミ
リ
か
し
わ
事
務
局
（
柏
丸
井

開
場
、
市
民
会
館
〈
全
席
自
由
）
４
階
）

出
指
揮
…
片
倉
武
ざ
ん
、
中
鴫
俊
問
松
村
壷
７
１
６
９
１
９
５
２
９

言
ん
ボ
ー
カ
ル
：
・
森
下
恒
子
ざ
謡
曲
連
合
会

ん
司
会
．
・
野
宮
徹
ざ
ん

第
相
回
春
の
発
表
会

内
①
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ス
テ
ー
ジ
…
日
・
所
５
月
四
旦
日
涌
時
開
演
、

舞
踊
風
組
曲
第
２
番
②
カ
ル
メ
ン
湖
北
地
区
公
民
館
（
入
場
無
料
）

な
に
わ
ほ
う
し
よ
う

組
曲
…
ア
ラ
ゴ
ネ
ー
ズ
、
ハ
バ
ネ
ラ
内
観
世
流
…
難
波
ほ
か
、
宝
生
流

坐
ひ
つ
ぬ
り

③
オ
ー
レ
！
情
熱
の
ス
ペ
イ
ン
…
マ
：
・
六
浦
ほ
か

ラ
ゲ
ー
ニ
ャ
季
タ
ー
合
奏
）
、
愛
問
庄
田
容
７
１
８
８
１
３
２
４
５

の
ロ
マ
ン
ス
、
花
売
り
娘
ほ
か

参
加
し
て

蜜
５
０
０
円

獺
覗
麓
唖
訴
望
み
ま
せ
ん
か

セ
カ
ン
ド
コ
ン
サ
ー
ト

曰
。
所
６
月
１
日
（
土
）
畔
時
開
演
、
元
気
に
体
を
動
か
そ
う
！

タ
イ
ト
ル
が
色
付
き
の
も
の
は
、
市
や
官
公
庁
主
催
・
共
催
の
も
の
で
す
。

黒
は
、
市
民
団
体
の
記
事
で
す
。
各
項
目
は
、
欄
外
の
よ
う
に
省
略
し
て
い
ま
す
。

市
役
所
・
・
・
我
孫
子
市
我
孫
子
１
８
５
８
呑
７
１
８
５
１
１
１
１
１

で
か
け
て
岫
繁
灘
瞳
踊
揃
（
全

み
ま
せ
ん
か
霊
熱
蕊
職
絆
灘

ヴ
ィ
ヴ
ア
・
マ
ン
ド
リ
ー
ノ
店
、
ザ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ギ
ン
セ

第
５
回
定
期
演
奏
会
イ
宿
量
」
う
ス
カ
イ
プ
ラ
ザ
３
瞳
、

ｌ

備
霧
⑧
ろ
ぽ

ラ
ン
ク
ト
ン
、
６
月
１
日
§
手
賀
沼

周
辺
の
自
然
観
察
、
７
月
６
日
：
．
生

活
排
水
と
浄
化
槽
、
９
月
幻
日
．
：
手

賀
沼
の
水
質
と
浄
化
、
ｎ
月
”
日
…

手
賀
沼
の
野
鳥
、
い
ず
れ
も
土
曜
日

所
手
賀
沼
親
水
広
場
と
そ
の
周
辺

対
高
校
生
以
上
の
方
、
先
着
王
人

費
無
料

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
手
賀
沼
親

水
広
場
垂
７
１
８
４
１
０
５
５
５

※
受
付
時
間
は
９
時
”
分
～
嘔
時
、

月
曜
日
は
休
館

硬
式
テ
ニ
ス
県
民
体
育
大
会

予
選
シ
ン
グ
ル
ス
大
会

日
。
所
５
月
空
日
（
木
）
、
時
～
哩

時
弛
分
、
柏
市
民
体
育
館

内
健
康
体
操

費
５
０
０
円

問
山
口
壷
７
１
８
９
１
１
１
９
８

第
６
回
我
孫
子
オ
ー
プ
ン

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
大
会

日
。
所
６
月
２
旦
旦
９
時
受
付
、

市
民
体
育
館

種
団
体
戦
・
・
３
ダ
ブ
ル
ス
（
１
チ

ー
ム
男
１
、
女
２
）
で
合
計
年
齢
が

①
１
７
５
歳
以
上
の
部
、
②
１
７
４

歳
以
下
の
部
個
人
戦
・
和
歳
～
沌

歳
以
上
の
年
代
別
男
女
シ
ン
グ
ル
ス

対
如
歳
以
上
の
方

蓑
団
体
戦
１
チ
ー
ム
３
０
０
０
円
、

個
人
戦
１
種
目
１
０
０
０
円

申
。
問
ハ
ガ
キ
に
大
会
名
、
種
目
、

チ
ー
ム
名
、
代
表
者
の
住
所
・
氏
名
・

対
…
対
象
。
定
員
、
持
・
・
・
持
参
、
錐

刺

日
５
月
廻
日
（
日
）
８
時
釦
分
集
合

（
雨
天
の
場
合
は
四
日
に
延
期
）

所
市
民
体
育
館
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

種
シ
ン
グ
ル
ス
男
子
・
女
子

対
市
内
在
住
の
方

費
１
０
０
０
円

申
現
金
書
留
で
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

５
月
、
日
（
必
着
）
ま
で
に
湖
北
台

７
の
麺
の
露
の
２
０
１
高
田
英
志
壷

７
１
８
７
１
２
７
２
５

わ
く
わ
く

ワ
ク
ワ
ク
３
Ｂ
楽
し
く

ｍ
柏

み
ど
り
色
か
ら
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
持
え
ん
ぴ
つ
、
消
し
ゴ
ム
、
ハ
サ

花
で
「
い
け
ば
な
」
を
行
い
ま
す
。
ミ
ま
た
は
工
作
バ
サ
ミ
、
ぞ
う
き
ん

日
。
所
５
月
ｎ
日
主
而
時
如
分
申
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー

～
ｎ
時
釦
分
、
我
孫
子
地
区
公
民
館
ル
で
参
加
者
の
住
所
氏
名
、
年
齢
、
｜

講
師
上
凝
鍔
鑑
ざ
ん
、
野
村
彰
船
，
お
子
ざ
ん
の
学
校
名
、
電
話
番
号
を
一

さ
ん
、
由
良
令
甫
さ
ん
明
記
し
、
我
孫
子
１
６
８
４
教
育
委

対
小
学
校
１
年
生
～
４
年
生
の
お
員
会
文
化
課
圃
７
１
８
２
１
５
８
６

子
さ
ん
と
保
護
者
、
逼
組
犯
人
（
応
７
、
Ｅ
メ
ー
ル
盲
三
富
◎
・
昌
昌
・

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
昌
房
。
．
。
言
冨
・
弓
へ

※
お
子
ざ
ん
だ
け
で
も
参
加
は
可
。
画
教
育
委
員
会
文
化
課
垂
７
１
８

蜜
３
０
０
円
（
花
材
代
）
５
１
１
１
５
１

妾
用
、
申
：
。
申
し
込
み
（
記
載
の
な
い
も
の
は
申
し
込
み
不
要
）
や
問
：
．
問
い
合
わ
せ

日
６
月
９
日
（
日
三
小
雨
実
施
）

行
先
安
達
太
良
山

対
６
時
間
の
歩
行
が
可
能
な
方
、

先
着
和
人

費
９
０
０
０
円
（
バ
ス
代
ほ
か
）

持
登
山
靴
、
雨
具
、
防
寒
具
、
弁

当
ほ
か

申
。
問
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
明

記
し
、
５
月
、
日
（
必
着
）
ま
で
に

岡
発
戸
６
３
１
「
岳
人
あ
び
こ
」
高

橋
英
雄
垂
７
１
８
５
１
１
４
１
２

日
・
所
５
月
塑
日
か
ら
の
毎
週
日

曜
日
、
９
時
知
分
～
皿
時
（
全
６
回
、

我
孫
子
弓
道
場
（
布
佐
下
多
目
的
広

場
内
）

対
市
内
在
住
の
高
校
生
以
上
の
初

心
者
、
加
人
（
応
募
者
多
数
時
抽
選

費
１
０
０
０
円
〈
６
回
分
）

※
用
具
は
無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
。

申
・
問
ハ
ガ
キ
に
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番

号
、
弓
道
教
室
を
明
記
し
、
５
月
、

日
（
必
着
）
ま
で
に
布
佐
２
４
１
８

浅
海
林
盆
７
１
４
９
１
２
４
１
３

電
話
番
号
、
参
加
者
全
員
の
氏
名
・

年
齢
を
明
記
し
、
５
月
ロ
日
（
必
遣

ま
で
に
つ
く
し
野
７
の
巧
の
秀
小
野

塚
章
司
壷
７
１
８
３
１
７
４
９
９

岳
人
あ
び
こ
公
開
登
山

１
１
１
１

芸
術
文
化
ふ
れ
あ
い
事
業
第
１
回
「
花
の
広
場
」

弓
道
教
室

日
・
所
５
月
妬
日
、
空
日
、
犯
日

の
い
ず
れ
も
木
曜
日
、
我
孫
子
地
区

公
民
館

対
先
着
型
入

費
３
２
０
０
円
（
全
３
回
）

申
。
問
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ク
ス
で
湖

北
台
３
の
ｍ
の
画
鈴
木
幸
子
四
７
１

８
７
１
５
０
１
８
念
７
１
８
８
１
７

１
４
８

Ｉ

初
心
者
ハ
ン
ド
ベ
ル
講
習
会

日
５
月
亜
旦
旦
、
（
以
降
は
毎
月

１
回
木
曜
旦
超
時
～
唖
時

所
湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー

講
師
木
村
ユ
カ
リ
さ
ん

※
一
日
体
験
コ
ー
ス
あ
り
（
費
用
３

０
０
０
円
）

費
月
額
３
０
０
０
円
（
道
具
、
材

料
費
別
途
）
〈
入
会
金
３
０
０
０
円
〉

問
と
ん
皇
暴
部
ち
ぱ
灘

云
７
１
８
７
１
７
０
１
１

日
５
月
ｎ
日
（
日
）
９
時
～
９
時
加

分
受
け
付
け

所
我
孫
子
地
区
公
民
館

競
技
方
法
ス
イ
ス
方
式
（
４
回
戦
）

※
優
勝
、
準
優
勝
、
３
位
、
３
勝
に

は
黄
あ
り

費
２
０
０
０
円
（
昼
食
代
含
む
）

問
広
部
垂
７
１
４
９
１
２
７
０
８

ガ
ラ
ス
工
芸
。
と
ん
ぼ
玉
教
室

県
知
事
杯
争
奪
囲
碁
大
会

ｲ

１
１

合月の相談今月のふれあいエ扇
◎リサイクル・フリーマーケット出店者募集

目時･･5月26B(B)10時～14時(出店無料）
対象…市内在住･在勤在学の個人･団体(業者は不可）

募集数･･35区画(1区画は3.3㎡)〈応募多数の場合は抽選＞
申し込み…往復ハガキに代表者の住所､氏名(団体名)､電話番号､主な出店品
目､返信あて名を明記し、5月10日(必着)までに青山450ふれあい工房へ
※5月25国（土）は、フリーマーケット準備のため、工房利用は15時で終了

◎リサイクル教室

※(予)は予約制です｡予約の日付の無いものは随時､電話で予約を受け付けています主
・
・
主
催
・
共
催

巳

内容｜日時場所問い合わせ

法律相談(予)鮒鰯蜀測鵡窃市鮮鰯室秘書課
※予約は、5月1日(水)8時30分から電話で秘書課へ。
税務相談(予)’17（金）10:00～15:001収税課|収税課
※予約は、5月13日(月)8時30分から電話で収税課へ。
人権相談23（木）10:00～15:00西別館2階面談室生活支援課
行政相談23（木）10:00～12:00市民相談室秘書課

歪謹産*;周菫臘1:::繩::棗曼渠謎需建築指導課
交通事故相談(予）13（月）10:00～15:00交通整備課交通整備課
痴ほうに関する医療相談16（木）13:30～15:45西別館3階相談室介護支援課

心の相談(予）2（木）13:30～15:30福祉総合相談室福祉総合相談室
苧力莞篁目相讓,臓例';胸職保健センター
育児相談15（水）9:15～10:00受付獅子地舩賊(ｱｽﾀｶ)保健センター
未熟児等発達相談(予）23(木)13:00～14:00受付
療育相談23(木)13:00～14:00受付柏保健所
アルコール悩みごと相談20（月）14:00～16:00柏保健所TEL
心の健康相談10.17.24(金)14:00～16:007167-1255
女性クリニック相談(予）婦人科…14日(火)､内科･’2旧（火）

健康相談臘柵二蠅壼部尉とﾀ巷盈愚擁
健康生きがい

つくり相談(予)捌卿昌柵社会福祉協議会
20（月）9:00～15:00ふれあい福祉センター社会福祉

心配ごと相談13（月）9:00～15:00保健センター協議会
27（月）9:00～15:00布佐市民センター本館

結婚相談19（日）10:00～14:00社会福祉協議会

市民相談室
（本庁2階）

法律相談(予） 秘書課

教室名｜開催日時｜定員|参加費｜持参するもの･備考
､坐』勾埜一 I｜i-L,_圭‐L、戸,_L－1，＝妄､坐一Lｰ一

建築指導課

’ |蕊雀懲て満つ姉
おしゃれ教室
(かさの布で買い物剰乍り） 14日(火)10;00-15:00 5人 300円

30cm四方の配色の合う布
2枚､16cmのファスナー、
裁縫道具昼食

小袋作り教室
（小銭入れ作り）

15日(水)10:00-15:0017人 300円 福祉総合相談室

''八’

’
保健センター

'5人’
保健センター

牛乳パｯｸでﾊｶｷ|旧日(土川州0,作り教室
バスタオルまたは
タオル2枚

5人 300円

トールペインティング
教室 19日(日)10:00-12:30

柏保健所
TEL

7167-1255

丸筆･平筆各2本､色つ
けするものは各自持参

7人 500円
柏保健所

’
子ども糸のこ教室
(木のパズル作り）

L

25日(土)10:00-12:00 小中学生対象5人 300円

健康相談

健康生きがい

づくり相談(予）

裂き織り教室(裂いた古
布を材料にして織ります）

やわらかな木綿の古布
ハサミ

各回
6人

500円

社会福祉協議会
－

申し込み…電話で月曜日を除く毎日午前9時から午後5時までに､ふれあい工房
運営協議会窓7186-5500'､(いずれも定員になり次第締め切り。キャンセルの
場合は必ずご連絡を。キャンセル待ちの方は＄開催日前日にご連絡ください）

※不要になった大工道具(ﾉｺギﾘ､かなづち､ｶﾝﾅなど)をご寄付ください｡〆

社会福祉
協議会心配ごと相談
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｜
漣
銭
紺
誌
囎

荒
天
中
止
）

｜
所
岬
町
太
東
漁
港
か
ら
一
宮
海
岸

ま
で
約
７
ｍ

交
通
機
関
○
電
車
を
ご
利
用
の
方

…
＊
太
東
駅
か
ら
ス
タ
ー
ト
地
点
ま

我
孫
子
将
棋
大
会
》

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
１
Ｉ

日
５
月
３
日
（
祝
）
～
６
日
（
体
）
、

時
開
始

所
金
子
卓
球
場
（
市
役
所
近
く
）

費
１
５
０
０
円
（
昼
食
付
き
）

問
金
子
盆
７
１
８
２
１
３
３
９
４

■
■
■
■
■
■
■
■
■
’
二
■
■
１
．
ｌ
ｂ
Ｉ

日
・
所
５
月
廻
日
（
且
９
時
受
け

付
け
、
中
央
学
院
大
学
陸
上
競
技
場

（
小
雨
実
施
、
荒
天
中
止
）

対
小
学
校
４
年
生
～
中
学
校
３
年

生費
１
種
目
３
０
０
円

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
５
月

９
日
面
時
ま
で
に
電
話
で
村
田
壷
７

１
８
５
１
２
２
２
６

で
徒
歩
約
釦
分
＊
一
宮
海
岸
か
ら

上
総
一
ノ
宮
駅
ま
で
無
料
バ
ス
あ
り

○
車
を
ご
利
用
の
方
：
一
宮
海
岸
臨

時
駐
車
場
か
ら
太
東
漁
港
ま
で
無
料

バ
ス
あ
り

第
拓
回
九
十
九
里

陸
上
競
技
記
録
会

E■■■■■■■■■■■■■■■

村曾
へ

栄

山:
｡

1

歳
2ゆ

競う力
月ち
~－空

や

ん

は
だ
し
で
歩
一

１
１
１

ー、

す
こ
や

＆一一』 」
う
大
会『

（
中
里
。
１
歳
２
カ
月
）

な
か
の
あ
す
か

中
野
明
日
香
ち
ゃ
ん

愚
問
岬
町
識
善
果
蓄
阜
会
教
育
課
ａ
０

４
７
０
１
師
１
８
０
９
５

事
故
や
病
気
な
ど
で
親
を
亡
く
し

た
忍
児
」
を
理
解
す
る
た
め
の
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
、
あ
し
な
が
学

生
募
金
事
務
局
に
よ
る
講
演
会
を
行

い
ま
す
。

日
・
所
５
月
５
日
（
祝
両
時
～
”

時
、
市
民
会
館

対
先
着
知
人

費
２
０
０
円

問
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
・
脇
田
壷
０
９

０
１
８
８
４
８
１
９
６
５
７

日
・
所
６
月
６
日
（
木
）
、
時
～
哩

時
、
市
民
プ
ラ
ザ

テ
ー
マ
親
が
変
わ
れ
ば
子
供
が
変

わ
る
～
発
言
す
る
お
母
ざ
ん
か
ら
発

見
す
る
お
母
ざ
ん
へ
～

講
師
…
岩
崎
泰
子
ざ
ん
（
東
京
家
庭

教
育
研
究
所
）

対
先
着
２
０
０
人

費
無
料
（
託
児
あ
り
）

問
高
橋
垂
７
１
８
５
１
０
４
８
５

ど
ろ
ん
こ
塾
Ｉ
科
学
工
作
教
室

科
学
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

曰
・
所
５
月
率
日
（
日
）
、
県
立
現

代
産
業
科
学
館
（
市
川
市
鬼
高
）

バ
ス
乗
車
場
所
。
出
発
時
間
流
山

家
庭
教
育
講
演
会
一

ｊ
１
１
１
１
ｌ
１
Ｊ
１
１
‐
１
４
１
１
ｊ
１
ｄ
ｌ
Ⅱ
Ⅱ
１
．
１
４
０
１
１
‐
‐
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ⅱ
ｌ
Ⅱ
Ｏ
ｊ
ｄ
ｌ
０
０
Ｉ
‐
ｊ
Ｉ
ｊ
‐
ｉ
●
Ｉ
ｆ
ｂ
ｌ
１
．
１
４
口
二
一
一
画
一

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
親
子
の
絆 Ｊ

２

青
年
の
家
（
８
時
加
分
）
、
東
武
野

田
線
豊
四
季
駅
前
（
同
和
分
）
、
Ｊ

Ｒ
武
蔵
野
線
南
流
山
駅
前
（
９
時
）

内
力
レ
イ
ド
ス
コ
ー
プ
（
万
華
鏡
）

作
り
、
館
内
体
験
、
大
型
ド
ー
ム
映

像
鑑
賞

対
小
学
校
４
年
生
～
中
学
校
３
年

生
、
先
着
犯
人

費
１
０
０
０
円
（
材
料
費
、
映
画

鑑
賞
代
、
保
険
料
）

持
昼
食
、
水
筒
、
小
遺
い
１
０
０

０
円
程
度

申
・
問
電
話
で
５
月
皿
日
～
嘔
日

９
時
～
妬
時
に
県
立
流
山
青
年
の
家

ど
ろ
ん
こ
塾
担
当
狂
７
１
５
９
１
２

０
０
４

日
６
月
聖
日
（
金
）
、
７
月
麺
日

（
金
）
、
、
時
～
哩
時
喧
分
（
全
２
回
）

所
ベ
タ
ー
ホ
ー
ム
柏
教
室
（
柏
市

柏
４
の
６
の
３
新
栄
ビ
ル
５
階
）

対
料
理
の
初
心
者
の
男
性
、
先
着

至
人
師
歳
未
満
の
方
で
も
受
講
で

き
ま
す
）

費
２
０
０
０
円
（
全
２
回
分
の
材

料
費
・
テ
キ
ス
ト
代
を
含
む
）

申
。
問
電
話
で
ベ
タ
ー
ホ
ー
ム
協

会
壷
０
３
１
３
４
０
７
１
０
４
７
１

日
５
月
喧
日
、
６
月
哩
日
、
９
月

ｎ
日
、
皿
月
加
日
、
２
月
廻
日
の
い

ず
れ
も
水
曜
日
、
畔
時
～
超
時

所
め
ば
え
幼
稚
園
（
託
児
あ
り
）

内
講
座
、
保
育
実
践
報
告
ほ
か

費
１
回
５
０
０
円
（
資
料
代
な
ど
）

申
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
め
ば
え
幼

稚
園
霊
７
１
８
２
１
１
９
１
２
函
７

１
８
４
１
９
６
９
６

釦
歳
か
ら
の
男
の
基
本
料
理
教
室

子
育
て
を
楽
し
む
会

匡捌届くだきも、

b

ク

ファクスガイド
ファクス候荊帳
TEL7183-6000

対
定
年
前
後
か
ら
函
歳
く
ら
い
の

方
で
、
地
域
活
動
に
初
め
て
参
加
す

る
男
性

説
明
会
の
日
・
所
５
月
８
日
（
水
）

唱
時
犯
分
、
市
民
会
館

間
日
比
野
垂
７
１
８
２
１
２
９
５

９ 対
娼
歳
～
爽
歳
の
方

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
細
は
自

衛
隊
柏
募
集
案
内
所
垂
７
１
６
３
１

６
８
８
４

日
・
所
毎
週
土
曜
日
、
時
釦
分
～

哩
時
、
市
民
プ
ラ
ザ
ほ
か

対
先
着
犯
人

費
月
額
２
８
０
０
円

申
電
話
で
宇
田
垂
７
１
８
４
１
６

２
２
４
ま
た
は
当
日
会
場
で

日
。
所
毎
週
木
曜
日
嘔
時
～
四
時
、

フ
ア
イ
タ
ー
ズ
タ
ウ
ン
鎌
ケ
谷

５
月
藝
邑
程
孑
ｌ
夛
弓
ｌ
ｇ

日
。
対
戦
カ
ー
ド
５
日
（
祝
）
・
６

日
（
体
）
・
・
・
西
武
、
８
日
（
水
）
・
９
日

（
木
）
．
：
ヤ
ク
ル
ト
、
巧
日
（
水
）
・
妬

日
（
木
）
…
西
武
、
娼
日
（
土
）
・
四
日

（
且
・
・
・
千
葉
ロ
ッ
テ
、
幻
日
（
火
）
．
：

男
の
井
戸
端
サ
ロ
ン
会
員

楊
名
時
気
功
太
極
拳
会
員

２
等
陸
。
海
。
空
士
自
衛
官

平
成
群
年
度
湖
北
剣
友
一
至
言
員

鎌
、ケ

谷
市

薑

毎
週
日
曜
日
９
時
～
皿
時
、
湖
北
小

学
校
体
育
館

対
小
学
生
以
上

費
月
額
１
５
０
０
円

申
毎
週
日
曜
日
９
時
か
ら
体
育
館

で
受
け
付
け

問
日
高
猛
７
１
８
８
１
３
８
７
０

５
月
知
日
言
ミ
ゼ
ロ
の
旦
か

ら
、
建
物
の
解
体
工
事
を
行
う
場
合

は
、
「
分
別
解
体
の
届
け
出
」
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
建
物
の
所
有
者
は
、
建
設

業
許
可
業
者
ま
た
は
解
体
工
事
業
登

録
業
者
に
解
体
工
事
を
発
注
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
建
設
廃
棄
物
も

正
し
く
分
別
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
努

め
て
く
だ
さ
い
。

問
建
築
指
導
課
・
内
線
５
２
６

赤
十
字
運
動
に
ご
協
力
を

日
本
赤
十
字
社
は
人
道
的
使
命
に

基
づ
い
て
、
救
護
活
動
や
医
療
・
献

血
活
動
を
は
じ
め
、
海
外
緊
急
救
護

や
開
発
援
助
な
ど
を
積
極
的
に
行
っ

巨
人
、
塑
旦
水
）
．
：
千
葉
ロ
ッ
テ
、

い
ず
れ
も
逼
時
試
合
開
始

所
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
鎌
ケ

谷
（
鎌
ケ
谷
市
中
沢
４
５
９
）

費
当
日
券
１
０
０
０
円
（
中
学
生

以
下
５
０
０
円
、
３
歳
以
下
無
料
）

問
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
タ
ウ

ン
鎌
ケ
谷
壷
０
４
７
１
４
４
６
１
５

５
８
６

野
田
市

フ
ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

リ
ン
ク
ス
演
奏
会

日
６
月
２
日
（
日
両
時
開
演

所
野
田
市
文
化
会
館

蚕
２
０
０
０
円
（
高
校
生
以
下
１

お
し
ら
せ

陸
却
建
物
も
生
か
せ
ば
責
源
で
す
，

野

’ 。

日
・
所
７
月
娼
旦
木
）
卿
時
～
妬

時
、
幕
張
メ
ッ
セ
（
千
葉
市
美
浜
区
）

願
書
配
布
５
月
”
旦
金
）
ま
で
柏

保
健
所
で

申
５
月
”
日
（
月
）
か
ら
型
日
（
水
）

ま
で
に
、
柏
保
健
所
地
域
指
導
課
壷

７
１
６
７
１
１
２
５
５
へ
持
参

て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
は
、
独
立
性
と
中
立
性

が
強
く
求
め
ら
れ
、
公
的
な
資
金
に

頼
ら
ず
皆
さ
ん
か
ら
の
活
動
資
金
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

赤
十
字
連
動
の
役
割
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
１
人
で
も
多
く
の
方
に
活

動
資
金
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
生
活
支
援
課
・
内
線
３
７
７

日
。
所
５
月
３
日
（
祝
）
ｍ
時
～
喧

時
、
幻
世
紀
の
森
と
広
場
〈
雨
天
の

場
合
は
４
日
（
体
）
に
順
延
〉

内
こ
ど
も
み
こ
し
、
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
、

ス
テ
ー
ジ
シ
ヨ
ー
ほ
か

画
松
戸
市
こ
ど
も
課
云
０
４
７
１

３
６
６
１
７
４
６
４

｜
松
戸
市

０
０
０
円
）
〈
全
壷
蠅
遁
延

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所
野
田
市
文
化
会

館
ジ
ヤ
ス
コ
ノ
ア
店
ほ
か

問
同
文
化
会
館
垂
７
１
２
４
１
１

５
５
５

日
・
所
５
月
ｎ
日
（
土
）
四
時
～
嘔

時
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
（
費
用
無
料
）

相
談
員
弁
護
士
、
社
会
保
険
労
務

士
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
ほ
か

問
千
葉
中
央
法
律
事
務
所
垂
０
４

３
１
２
２
５
１
４
５
６
７

．
公
共
施
設
利
用
の
継
続
的
な
活

動
は
、
優
先
的
に
場
所
が
確
保
さ

れ
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

第
四
回
松
戸
市
こ
ど
も
祭
り

労
災
。
職
業
病
な
ん
で
も
相
談

平
成
科
年
度
調
理
師
試
験

画書館だより
▼おはなし会

ミツフイータイム(対象：1歳～3歳児）

市民図書館TEL7184-1110
（アビスタ内）

湖北台分館TEL7187-3055
布佐分館TEL7189-1311
移動図書館TEL7187-0909

移動図書館そよかぜ号漂鯖
曜日日場所時間

水1襄彗語薑鵠需歪需
15柴崎台4号蟹園而扉而5

木?薑鬘菱謁需需
16天王台東児童蚕~薗而F碗『

根戸近隣センラ=~EEFgW
金17久寺家あけぼの蚕扇~砺扉雨5

つくし野4号公園測百~而扉而可

水§ｹﾝﾀｯｷーﾌﾗｲドﾁｷﾝ駐車場両扉而『
22台田池尻公園~唖扉而『

木9郷乙ｼｮｯﾝﾗザ祁場7両F両す
23白山中学校裏門入口~踵扉而さ
10市民会館裏舞台搬入口7両F雨r金．
241つくし野4号公園東側入口15:00~16:00

’市民プラザギャラリー 入場無料

日 時催し名。問い合わせ
1
●

15

3日(祝)～8日（水）
10:00~19:00(3日|j
13I"}ら､8日|加瞬で）

14:10～14:40
－

15:00～16:00
－－■一一一一一一一一一一一一一一

13:20～13:50
－

14:10～14:40
－－

15:00～16:00
－－－－一一一■一一一一一一一一一

13:20～13:50
－一一一一一一一一一一国一一一一一

14:15～14:45
－

15:00～16:00
－一一一一一一一一一一一一一一一

14:00～15:00
－

15:20～16:00
－

14:00～15:00
－

15:20～16:00

14:00～14:30

水第6回根戸水彩会展

椎名TEL7182-4540
バーバタイム(対象：4歳～9歳児）

２
．
帽

第18回青雨会書展

(併設津田尚石ミニコーナー）
神田TEL7182-2247

1旧(土)～14日（火）
10:00～17:00

(14日は16時まで）

木

愛｡和紙人形(家元入谷愛子）
師範グループ展

入谷TEL7184-2256

18日(土)~22日（水）
10:00～19:00

(22日は17時まで）

金 17 、

▼ミニギャラリー

８
・
空

25日(土)｡26日（日）
10:00～18:00

(26日は16時まで）

水

|重言噸繍明“ ９
・
配

木

’ ’ ’
3旧(金)～6/5日（水）
10:00~18:00(3旧|ま
13時力iら､5日|刺5暁で） ’’

第二回柳静書道会展

市川TEL7185-2668 ’
０
４

１
．
２

金
’

－

テレホンガイド
声の便利帳
TEL71鴎-5000

場所

市民図書館

日時

9日･23日(木)10:40~11:00

内容

手あそび､絵本の読み聞かせほか

場所

市民図書館

湖北台分館

布佐分館

日時

2日･16日(木）

10日(金）

9日･23日(木）

16:00～16:30

内容

素話､絵本の読み聞かせほか

場所

湖北台分館

布佐分館

作品。作者

樹脂粘土とリボンの花（5点）

…土居美紀子（布佐在住）

アートマーキング（9点）

…鈴木玲子（青山在住）

展示期間

5月15日体）
$

6月4日㈹



一
I

(6)おび ↓
》第1068号 200251

こ
む
つ
ど
き
り

市
で
は
、
歯
周
病
の
発
症
や
口
腔

内
に
種
々
の
変
化
を
き
た
し
や
す
い

犯
歳
か
ら
夘
歳
の
方
を
対
象
に
、
成

人
歯
科
健
康
診
査
を
実
施
し
ま
す
。

期
間
６
月
１
日
か
ら
哩
月
末
日

場
所
市
内
の
委
託
医
療
機
関

内
容
問
診
、
歯
・
歯
周
組
織
検
査

対
象
市
内
在
住
で
昭
和
”
年
４
月

１
日
か
ら
禿
年
３
月
別
日
生
ま
れ
の

方
（
現
在
治
療
中
ま
た
は
定
期
的
に

検
診
を
受
け
て
い
る
方
は
対
象
外
）

受
診
方
法
扣
歳
と
釦
歳
の
方
に
は
、

５
月
に
受
診
券
を
送
付
。
細
歳
か
ら

心
歳
の
方
は
、
電
話
で
保
健
セ
ン
タ

ー
へ
申
し
込
み

費
用
無
料

画
保
健
セ
ン
タ
ー
垂
７
１
８
７
１

１
１
３
１

「
保
健
セ
ン
タ
ー
で
、
市
民
の
健
康

づ
く
り
の
指
導
者
と
し
て
、
活
動
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
市
と
地
域
を
つ
な

ぐ
健
康
づ
く
り
や
食
生
活
改
善
指
導

、

推
進
員
を
募
集
一

健
康
づ
く
り

精神保健福祉手帳を

お持ちの方は

新たなサービスが

受けられます
平成14年度から精神保健福祉手帳をお持ちの方は、

次のサービスが受けられます。

◎手帳申請者へのサービス

繍串保僧訓手嘘交付診断書間を5000円まで助成
〔浮脹や診断書等により、精神障害を確認できる方への
サービス

Oﾎー ﾑﾍﾙパー 涌冒…日常生活に支障のある方に家
事鋤や身体介護

O入浴サービス…介護者が入浴の介助を行なうことが困

難な#鴬の方に､移動入浴車による訪問入浴や施設入

浴

O配食サービス"食事の支度ができない方に､夕食を配

達（1回400円）

◎1級から3級の手帳所持者へのサービス

O一時介護委識勵成･･介護者が疾病等の理由により介

護できなくなったた一時的に剤斗で介護を委託した

場合､年間5万円まで介護料を助成

◎1級の手帳所持者へのサービス

（這猿障害者(児)医療罰勵成保険診療の自己負担分

を助成

o福祉ﾀｸｼー 助成."ﾀｸｼー の初乗り料金を助成(年

48枚）

側髪サービス助成…市に登録した理容師が罫瀝に出向

|鐵蝋慧洲8州，

成
人
歯
科
健
診

健
康
と
福
祉

１

1

の
担
い
手
と
し
て
の
活
動
に
関
心
の

あ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象
市
内
在
住
の
犯
歳
か
ら
、
歳

代
の
方

内
容
保
健
セ
ン
タ
ー
事
業
へ
の
協

力
、
家
庭
訪
問
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
な
ど

定
員
・
任
期
若
干
名
（
面
接
で
決

定
し
ま
す
）
、
３
年

申
し
込
み
・
圖
電
話
で
５
月
Ｂ
日

ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
念
７
１
８
７

１
１
１
３
１
へ

‐
Ｊ

－
Ｓ
Ｏ
２
０
（
は
ち
ま
る
に
い
ま
る
三

一
運
動
垂
一
及
作
文
。
標
語
を
蟇
集
一

８
０
２
０
連
動
は
、
帥
歳
で
自
分

の
歯
を
、
本
以
上
保
つ
こ
と
を
目
標

に
、
歯
の
健
康
づ
く
り
を
進
め
る
運

動
で
す
。

む
し
歯
・
歯
周
疾
患
予
防
の
大
切

さ
を
多
く
の
方
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、

作
文
と
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

◎
普
及
作
文

応
募
資
格
県
内
在
住
・
在
勤
の
如

歳
以
上
の
方

応
募
方
法
縦
替
き
４
０
０
字
詰
め

原
稿
用
紙
５
枚
以
内
に
作
文
、
題
名
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
、

電
話
番
号
を
明
記
し
郵
送

◎
普
及
標
語

応
募
資
格
県
内
在
住
・
在
勤
の
方

応
募
方
法
ハ
ガ
キ
（
１
枚
に
標
語

１
点
）
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性

別
、
職
業
、
電
話
番
号
を
明
記
し
郵

送応
募
期
限
６
月
、
日
（
消
印
有
効
）

送
付
先
湖
北
台
１
の
廻
の
応
保
健

セ
ン
タ
ー
垂
７
１
８
７
１
１
１
３
１

可
艤
鰕
蠅
肺
眠
艫
蝿
を
一

介
護
保
険
市
民
会
議
は
、
市
民
の

皆
ざ
ん
の
意
見
を
介
護
保
険
事
業
の

計
画
や
施
策
に
反
映
き
せ
る
た
め
に

設
置
さ
れ
、
公
募
の
市
民
委
員
を
は

じ
め
、
学
識
経
験
者
、
保
健
医
療
関

係
者
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
関
係
者

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
３
回
の
会
議
を
行
い
、

今
回
４
回
目
の
会
議
を
一
般
に
公
開

し
ま
す
。
傍
聴
を
希
望
き
れ
る
方
は
、

ぜ
ひ
、
お
で
か
け
く
だ
き
い
。

日
時
・
場
所
５
月
空
旦
木
）
午
後

２
時
犯
分
か
ら
４
時
”
分
、
市
民
会

館内
容
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
現
状

と
課
題
や
対
応
方
針
な
ど

定
員
先
着
和
人

申
し
込
み
不
要
（
直
接
会
場
へ
）

画
介
護
玄
瑳
課
・
内
線
３
８
２

〔：

4

一
老
人
医
療
受
給
者
証
が
、
一

一
Ｉ
‐
‐
一

一
更
新
さ
れ
ま
す

老
人
医
療
受
給
考
証
の
有
効
期
限

が
５
月
訓
日
ま
で
の
方
を
対
象
に
、

新
し
い
受
給
者
証
を
郵
送
し
ま
す
。

旧
受
給
者
証
は
、
新
し
い
受
給
者

証
が
届
い
て
か
ら
、
支
所
か
介
護
支

援
課
へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。
（
郵
送

可
）※

受
給
者
証
が
届
か
な
か
っ
た
り
、

不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

対
象
者
受
給
者
証
の
有
効
期
限
が

５
月
訓
日
の
方
、
（
交
付
年
月
日
が

平
成
狸
年
１
月
１
日
以
前
の
方
。
た

だ
し
、
昭
和
６
年
哩
月
２
日
か
ら
７

第23回福祉まつり
5月19日（日）午前10時から午後3時30分

場所生涯学習ｾﾝﾀー 「ア瞳ｽﾀ」入場無料

内容

◎イペント．．「あびこガイドクラブ｣によるアビス

タ周辺ｳｵー ｷﾝゲ､「それそねｸﾗプ｣｢カラフ

ルﾏﾏ」によるバンド演奏手話コーラスほか

◎体驍ｺー ﾅー …車イス高齢者疑似体験ほか

◎こども広場…シャボン玉､折り紙､水ヨーヨー、

スーパーボールすくいほか

O模擬店・即売会・展示･･･市内の福祉施設､特別養

護老人ホーム､福祉作業所､学校､ポﾗﾝﾃｨｱ

団体､市民団体ほか

間社会福祉協議会公7184-1539

年
１
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
は

除
く
）

郵
送
時
期
５
月
中
旬

※
ｍ
月
に
制
度
改
正
が
予
定
き
れ
て

い
ま
す
。
改
正
に
よ
り
受
給
考
証
の

様
式
が
変
わ
っ
た
場
合
は
、
新
し
い

受
給
者
証
を
、
９
月
中
に
対
象
者
全

員
へ
郵
送
す
る
予
定
で
す
。

圃
介
談
支
援
課
・
内
線
４
１
４

声

１

１

ｌ

ｂ
一
県
民
が
集
う
「
看
護
の
日
」

言
看
護
週
間
」
の
お
知
ら
せ

戸
■
■

【
看
護
の
日
】

日
時
５
月
ロ
日
（
且
午
前
皿
時
犯

分
か
ら
午
後
４
時
如
分

場
所
青
葉
の
森
公
園
芸
術
文
化
ホ

ー
ル
（
入
場
無
料
）

定
員
当
日
先
着
８
０
０
人

内
容
県
立
千
葉
女
子
高
校
の
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
演
奏
、
知
事
表
彰
、
健
康

進
路
相
談
、
田
中
香
穂
子
き
ん
に
よ

る
講
演
（
自
閉
症
少
女
の
思
い
を
綴

っ
た
「
手
の
ひ
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

の
本
を
出
版
）
。

【
看
護
週
間
】

日
程
５
月
廻
日
（
日
）
か
ら
喝
日

（
土
）

内
容
各
医
療
施
設
で
ふ
れ
あ
い
看

護
体
験
や
、
各
地
域
で
各
種
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
ま
す
。
↓

画
千
葉
県
看
護
協
会
霊
０
４
３
１

２
４
５
１
１
７
４
４

L

◎心の健康に関する教室
福祉総合相談室TEL7185-1631

閉
経
周
辺
期
の
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン

（
女
性
ホ
ル
モ
ン
）
欠
乏
と
、
加
齢

に
よ
る
身
心
の
異
常
に
よ
り
起
こ
る

ざ
ま
ざ
ま
な
障
害
を
更
年
期
障
害
と

日曜棚圖に縮｡縮になったら

休日診療所へ
▼休日診療所案内図

｢－－－－－国道356号一一~一‐．

健康メモ②

更年期障害

ホルモン補充療法
アルコール

家族教室

鑑
診療科目…内科。小児科。歯科
受付時間…午前9時から11時30分

午後1時から4時30分
※歯科は午前中のみ

持参…健康保険証と診療費

TEL7187-7020(診療時間内のみ）

5月の二次救急病院(休日｡夜間当番病院）

◎健康づくりうんどう教室
保健センターTEL7187-1131

い
い
ま
す
。

診
療
に
際
し
て
は
、
エ
ス
ト
ロ
ゲ

ン
欠
乏
に
よ
る
病
態
と
そ
の
他
の
器

質
的
疾
患
と
の
鑑
別
を
的
確
に
行
う

と
と
も
に
、
患
者
周
辺
の
環
境
因
子

や
精
神
面
で
の
要
因
を
考
懸
し
、
中

高
年
女
性
の
生
活
の
質
を
高
め
る
方

向
で
、
全
人
的
治
療
を
行
っ
て
い
く

姿
勢
が
重
要
で
す
。

｛
症
状
一

○
急
性
症
状
：
・
狭
義
の
更
年
期
障
害

で
あ
り
、
血
管
運
動
神
経
障
害
（
ほ

ど
う
き

て
り
、
発
汗
、
動
悸
、
頭
痛
な
ど
）

が
主
で
す
。
こ
れ
に
精
神
神
経
障
害

様
症
状
（
不
安
、
不
眠
、
記
憶
力
減

よ
〃
、
つ
つ
か
ん

退
、
抑
諺
感
な
ど
）
や
連
動
器
系
障

害
症
状
（
肩
凝
り
、
腰
痛
、
関
節
痛

な
ど
）
を
伴
う
こ
と
が
多
い
よ
う
で

す
。

○
亜
急
性
症
状
．
：
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
欠

い
Ｉ
）
ゆ
ぞ
、

乏
に
よ
る
膣
・
尿
道
粘
膜
の
萎
縮
、

頻
尿
・
尿
失
禁
な
ど
の
排
尿
障
害
や

◎各種健診と健康教室保健センター
項目｜期日｜対象

妊娠20週～27週
の方（3日目は
両親、家族）

しあわせ学級
(ﾏﾀﾆﾃｨｸﾗｽ）

17日､24日、
3旧

13年11月生まれ(1回目）
14年2月5日に1回目
を投与した方

14日
21日

小児ﾏﾋ生ﾜｸﾁﾝ

(ポリオ)投与

と
垂
７
つ
う

性
交
痛
、
皮
膚
の
知
覚
異
常
、
瘻
痛
、

ぎ
そ
う
か
ん

し
び
れ
感
、
嫉
走
感
な
ど
を
訴
え
ま

す
。宗

ル
モ
ン
補
充
療
睦

閉
経
周
辺
期
の
短
期
的
な
エ
ス
ト

ロ
ゲ
ン
投
与
に
は
、
従
来
よ
り
エ
ス

ト
ロ
ゲ
ン
剤
の
単
独
投
与
が
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
予
防
を
目
的
と
し

て
、
あ
る
程
度
長
期
間
の
ホ
ル
モ
ン

補
充
療
法
を
行
な
う
場
合
は
、
子
宮

内
膜
保
護
の
た
め
に
黄
体
ホ
ル
モ
ン

剤
を
併
用
し
ま
す
。
（
ホ
ル
モ
ン
補

充
療
法
は
専
門
医
の
指
導
に
従
う
）

処
方
例
は
、
プ
レ
マ
リ
ン
錠
、
エ

ス
ト
ラ
ダ
ー
ム
Ｔ
Ｔ
Ｓ
、
ボ
セ
ル
モ

ン
注
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

※
更
年
期
障
害
ベ
ス
ト
の
予
防
法
と

し
て
、
仲
の
よ
い
ご
夫
婦
は
、
「
更

年
期
障
害
知
ら
ず
」
と
、
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
事
実
の
よ
う
で
す
。

圖
我
孫
子
市
医
師
会
垂
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８

１
５
５
２
５

1歳6力朋瀧溌 12年10月生まれ2日、9日

2歳8力朋繍繼診 16日 11年9月生まれ

3歳児健康診査 10年10月生まれ2日、9日

離乳食教室
（要予約）

乳児のいる母親
（先着30人）

23日

肩こり･腰痛の方’肩こり｡腰痛教室 13日､20日､27日
テ
サ
ユ

レ
ー 7-1141／

ス
不
ビ

レ
ー T ※該当者で通知が届かない方はご連絡ください

曜鍵この広報紙は100%再生紙。大豆インクを使用しています

名称

心の健康
クラブ

デイケア。
クラブ

日時

20日(月)14:00-16:00

22日(水)10:00-11:30

24日(金)13:30-15:00

場所

保健センター

澗蒋地区公
民館(7ｽﾀ内）

保健センター

8日(水)1（

17日(金)10:00-11

]0-11 〕0

)0

布佐南公園(雨天時別会場）

天王台西公園(雨天中止）

目

3日

5日

6日､26日

日

病院名

ｱｺﾀﾄ科謝ﾀ|縮院

我孫子つくし野病院

平和台病院

秘孫子頁邦病院

満孫子聖仁会病院

電話

7184-7321

71

7189-1111

7182-8166

7188-3111

夜間に急病のときは


